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　私は、三和彦幸前会長からバトンを引き継ぎ新
たに会長に就任いたしました宮内　忍です。三和
前会長の挨拶にもありましたように初代川北博会
長の運営上の基本的考え方に従って運営を行いた
く、敢えて今回も 5つのポイントを掲げさせてい
ただきます。
　・  中央大学出身の会計士のための会であり、

特定の人やグループによって運営されては
ならない。

　・ より強く若い会員の参加を期待したい。
　・ 次元の高い人間集団となろう。
　・  中央大学の会計学の学統を大切に実務家と

して研鑽する。
　・  現会員のためだけでなく、中央大学やある

いは将来の会員である在学生のためにも事
業展開を図る。

　上記基本的考え方は非常に含蓄のあるものであ
ろうかと思われます。
　最初のポイントは、今回私が選ばれたこと事態
が証明しているかと思われます。私は在学中何処
の研究会にも属さず、ゼミにおいても先輩のいな
いゼミに属しておりましたから、いわば中央大学
においては、先輩後輩の関係をほとんど有してい
ない者でした。今回選出されるに当たり、私で良
いのかと何回も確認をするほどでしたからその辺

の事情もお察し頂けるかと思います。
　　2 番目のポイントが、最も重要な課題であろう
と思っており、後で再度触れていきたいと思って
おります。
　　3 番目のポイントは、時宜を得た研修会を年 2
回実施しておりますが、これの充実と拡充をどの
ように達成するかについて幹事さん達と検討し計
画していきたいと思っております。
　　4 番目のポイントは、中央大学は、日本公認会
計士協会における最多の会長輩出校であり、併せ
て副会長・常務理事等多数の役員を輩出し、さら
に委員会委員長も輩出しております。そのような
伝統を育むと同時に、これを若い会員に伝えてい
くための仕組み作りを会員に判るように焦点を当
てていきたいと思っております。
　　5 番目のポイントは、これも 2番目のポイント
と同様重要な事柄であると思っております。この
将来の会員となる在学生のためにどのような活動
が可能かについて幹事さん達と検討し、既に、在
学生及び卒業生の公認会計士試験受験予定者に対
してOBによる法人の募集状況並びに経験を生か
したアドバイスの機会を経理研究所主催のもと会
計士会として協力させて頂いております。更なる、
項目としても幾つかあがっており即座にできるも
のと時間をかけて計画していくものと整理し進め

会 長 挨 拶

中央大学公認会計士会　会長
宮 内 　 忍
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て参りたいと思っております。
　さて、2番目のポイントに戻りますが、三和前
会長の意向および幹事さん達のご努力もあり、若
い会員が増加した中で、さらに今回私も若い会員
の増加に力を入れて参りたいと思っております。
その際に、個人的には親しいものの、卒業生と直
接関係を持ち続けている大学教授と中大公認会計
士会との関係を、親睦を図りながら、ゼミの卒業

生である公認会計士たちに教授から当会への参加
の働きかけをお願いしてみようとの計画を考えて
おります。
　従来からの顔なじみになっている会員の方々の
継続的なサポートと、若い会員の方々の積極的参
加を頂くことにより、より活発な会務運営を図っ
て参りたいと思っております。

　私は、平成21年12月5日で満70歳、古希を迎え、
さらに平成 22 年 3 月 31 日をもって中央大学商学
部教授を定年退職となりました。
　大学での教鞭は、昭和 47 年 4 月から兼任講師
として教壇に立った時から始まりました。平成
14 年 4 月からは専任教授として大学に勤務する
ことになりましたので、通算 37 年間、教壇に立っ
ていたことになります。その中で、ゼミ担当を
36 年間続けてきましたので、ゼミ卒業生は 500
名を超えました。
　この 37 年間の間には、日本公認会計士協会で
の役員（理事・常務理事）としての活動期間 16
年間が重複しています。昭和 60 年から平成 13 年
の間は、村山德五郎先生、山上一夫先生、山本秀
夫先生、そして高橋善一郎先生の 4人の会長時代
です。
　以上のような大学や公認会計士協会での活動の
場を与えていただけたのは、恩師井上達雄先生の
深い愛情とご理解のもとに、多くの諸先輩や良き
仲間に支えがあったからだと思います。
　とりわけ、中央大学公認会計士会の歴代の会長、
幹事長をはじめ諸先輩には、たいへんお世話にな
りました。私の場合には、学生時代に在籍した会
計学研究会の仲間達、さらに井上達雄先生のゼミ

の先輩である中央大学名誉教授渡部裕亘先生を核
とした同期生の方々、特に増田浩二先生、籏本道
男先生、川島正夫先生には本当にお世話になりま
した。井上達雄先生からの信任が厚かった 4人の
先生方からは、ひとかたならぬご支援を賜りまし
た。ありがとうございました。
　さて、これからのことですが、確か昭和 20 年
代頃までは、人生僅か 50 年と言われていたよう
に思いますが、平成の昨今では平均寿命が延び、
男性 79 歳、女性 86 歳と言われております。日頃
の健康管理を怠らなければ、大方の人たちが平均
寿命まで生きられるとのことです。古希と言えば
70 歳ですから、健康管理を怠らなければ 10 年近
くは生きられるということになります。長いか短
いかは人によって感じ方が違うでしょうが、健康
を維持して 10 年生きることはたいへんな精神力
を必要とすると思われます。明日という日を当然
のものとして迎えることができるためには、実感
をもって今日という日を生きていることが必要と
考えます。
　さて、古希を迎え、定年退職をした私にとっ
て、これからの毎日を本当に生きて実感を持って
過ごせるのか自信がありませんが、将来に明確な
目標や課題を持って、その実現に邁進することが

“古希、そして定年退職”

前中央大学教授（当会会員）
木 下 德 明
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できる状況にあるならば、毎日生きている実感を
持って過ごし、明日を迎えることに喜びを感じる
ことができるでしょう。しかし、残された人生を
10 年と限ってしまうと、10 年で何ができるのか、
これからの 10 年で将来の夢や希望などを掲げて、
その実現に向けて日々邁進するなどの気力、体力
が残っているのだろうかなどと考えこんでしまい
ます。今までの 10 年とこれからの 10 年、いった
い何が違うのだろうか。10 年間という年月は計
算上は同じですが、何か違うという感じがします。
10 年過ぎた時、さらに先に 10 年ある場合と、先

に 10 年がない場合、10 年の過ごし方が異なって
きそうです。
　そこで、しばらくの間、何も目標や課題を掲げ
ずに過ごしてみることにします。その中で、残り
の人生の過ごし方を模索してみることにします。
　今まではフォーマルな組織のもとでの目標なり
課題が中心であったわけですが、これからはイン
フォーマルな人間関係を前提に時間を過ごすこと
が多くなるだろうと考えます。まずは、楽しいと
感じられる時間を多く持つことを心掛けたいと思
います。健康管理に心掛け、平均寿命を超えます。

　平成 21 年 8 月 6 日（木）、新潟市朱鷺メッセ（新
潟コンベンションセンター）において、表題の研
究大会が開催された。新潟は、佐渡島で育ち、新
潟大学で学んだ、JICPA 現会長、増田宏一氏の
第二の故郷？（ご本人曰く正確には東京生まれと
のこと）であるとともに、研究大会開催時点で放
送中のNHK大河ドラマ「天地人」の主人公、直
江兼継ゆかりの地であり、節目となる 30 回目に
相応しい土地での開催となった。
　研究大会前夜祭は、国の重要文化財にも指定さ
れている新潟のランドマーク「萬代橋」のたもと
に佇む老舗、ホテルオークラ新潟で開催された。
信濃川の夜景に目を馳せながら会場入りし、夏の
名物である茶豆や水茄子にはじまり、新潟ならで
はの地元の食材をふんだんに盛り込んだ料理に舌
鼓を打ちながら、酒どころ新潟の地酒を痛飲した。
　大会当日は、午前と午後それぞれ 4会場に分か
れての 8つのセッションが行われた。午前中は、
①「M＆Aにおける公認会計士の役割」、②「国
際会計基準に対応する監査人の役割」、③「会計
基準の国際的潮流とASBJ の取組み」、④「最近

の会計・開示行政上の課題」、午後は、⑤「地域
社会における公認会計士の役割」、⑥「国際財務
報告基準（IFRS）の各国の動向と日本の対応に
ついて」、⑦「公監査を公認会計士・監査法人（民
間監査人）が実施する場合に必要な制度要因の研
究・調査（中間報告）」、⑧「なぜ職業倫理は理
解し難いのか」である。発表者は公認会計士にと
どまらず、学会、産業界、監督官庁、会計基準設
定主体から JICPAの事務局スタッフに至るまで、
会計・監査に関わる様々なステークホルダーが英
知を結集して鎬（しのぎ）を削り、いずれ劣らぬ
競演となった。
　その後の記念講演会では、「天地人」の原作者
である火坂雅志氏が、現代社会において失われつ
つある「義」の心について熱弁を奮い、こちらも
聴衆を感動の渦に巻き込んだ。
　記念パーティーは、朱鷺メッセ・スノーホール
で開催された。G8 サミット開催時に各国のVIP
の舌を唸らせたという新潟和牛やローストビー
フ、地元ならではの新鮮な魚介類を堪能しながら、
様々な地酒や佐渡の伝統芸能「鬼太鼓」の勇姿等

『翔る！ 公認会計士─グローカリズム時代に果たす使命─』
　～日本公認会計士協会（JICPA）第 30 回研究大会報告～

幹　事
三 宅 博 人
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に酔いしれた。
　パーティー終了後も、会場を移して、恒例であ
る中央大学公認会計士会主催の二次会を開催し
た。旧交を温め合い、また、先輩・後輩や監査法
人・個人事務所の枠を越えて懇親を深め、さらな
る結束を誓い合った。
　研究大会翌日は、様々なエクスカーションがオ
プションで用意されており、各々、関心のあるツ

アーに参加されたことと思う。筆者は、当然に仕
事へ直帰したが、今回のツアーを企画した JTB
のご担当者が、「アムール河湖畔の街、ハバロフ
スク 4日間の旅」なる企画があっという間に満員
となり、回数を増やしたことについて触れ、「さ
すがは公認会計士の先生方は違いますね！」と妙
な感動？を口にしていたのが印象的であった。

　平成 21 年 10 月 3 日、第 22 回ゴルフ十月会が
開催されました。この大会は、CPAならばどな
たでも参加できる CPA業界唯一のユニバーサル
な懇親ゴルフ会であり、お世話する優勝幹事を決
めるために上位 4名のアンダーハンディによる大
学対抗戦が組み込まれています。
　今回の会場、鶴舞カントリー倶楽部での開催は、
初めてでしたが、美樹美林に囲まれた名匠井上誠
一氏の設計による風格あるチャンピオンコースで
す。
　今回の参加者は 90 名 13 チームでしたが、我中
央大学からは例年よりかなり人数が減ったもの
の、6名が出場いたしました。これまでは、増田
浩二代表世話人、川和浩代表幹事の両先輩が中大
の世話人として永らくご尽力をいただいておりま
したが、次回からは本会、中央大学公認会計士会
が世話人として皆様方へのご案内等のお仕事を引
き受けることになりました。両先生のこれまでの
ご苦労に報いる意味でも次回参加者の倍々増を図
りたいと願っておりますので、奮ってご参加いた
だけますようお願いいたします。
　さて、当日は秋晴れの好天に恵まれてと云いた

いところですが、残念ながらハーフ終了後、一転
にわかにかき曇り雷鳴轟き、強風が吹き荒れ 1時
間程の中断後、中止決定となりました。このため、
成績は未了のハーフをすべて 36 として計算する
という異例の大会になりました。もっとも、初め
てのことではなく 2度目ということでありました
が、幹事校の専修大学の皆さんにはたいへんお世
話になりました。
　荒天にもめげず、法政大学が団体戦優勝（次回
幹事校）、追い込み型？の我中大は 6 位でした。
入賞に貢献された 4名の選手は、宮内忍氏、森谷
伊三男氏、佐藤俊一氏、増田浩二氏でした。誌面
をお借りしてご健闘を称えます。

第 22 回 CPAゴルフ十月会参戦記

日本公認会計士協会副会長（当会会員）
黒 田 克 司

順位 校　名 ネットスコア

1 法 政 大 学 288.2

2 一 橋 大 学 289.6

3 早稲田大学 289.6

4 日 本 大 学 290.2

5 専 修 大 学 291.2

6 中 央 大 学 292.4

第 22回成績表（7位以下は省略）
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第 20 回　白門ゴルフ大会参加報告

幹　事
伊 藤 　 肇

　去る平成 21 年 11 月 16 日月曜日に第 20 回白門
ゴルフ大会が、東京都多摩市の桜ヶ丘カントリー
クラブで開催されました。今回の白門ゴルフ大会
は、第 20 回記念大会でもあり、総勢 40 組、234 名
が参加し、いつにも増して華やかな雰囲気に包ま
れていました。そんな中、われらが公認会計士会か
らは、宮内会長を始め、三和前会長、日本公認会
計士協会副会長の黒田さん、同じく協会常務理事
の山田さん、柏嵜幹事長、河合幹事と筆者の 2組 7
名が、他に参加された方の実力も省みず、優勝を
目指して参加いたしました。競技は今回もダブル
ペリア方式で個人戦と団体戦とが行われました。
　好天に恵まれた中、最初の組は 7時 46 分にス
タート、会計士会チームは、学員会にわがまま
を申し上げ、最後の 2組の 9 時 52 分のスタート
とさせていただきました。今回も学員会から提供
されたキャディバックや福砂屋のカステラを始め
とする豪華商品を狙って、親睦を図りながらも皆
様真剣にプレーされたことと思います。会計士会
チームは、2組出場ということもあって、去年以
上に賑やかにスタートしていきました。桜ヶ丘
カントリークラブは、最寄り駅が京王線の聖蹟
桜ヶ丘と都心に非常に近いにも関わらず、名門の
名に恥じない戦略的なコースでした。フェアウェ
イの左右は、傾斜がきつく、しかも、グリーン周
りが 2グリーンから 1グリーンへの工事中となっ
ており、余計に難しくなっていたように思いま
す。ことのほかバンカーが難しく、筆者などは数
回ホームランしてしまいました。プレー終了後は、
シャワーを浴びてクラブハウスで食事を取りなが
ら互いの健闘（？）を称えつつ、和やかな雰囲気
の中、表彰式に先立ち、まず久野修慈学員会会長
のご挨拶を頂きました。世界経済や日本経済の先

行きが不安視される中で、不況に打ち克つべく中
央大学学員会のより一層の団結を呼びかけられ、
一同が誓い合ったあと、いよいよお待ち兼ねの結
果発表・表彰式が行われました。我々が想像して
いた以上に参加された方のレベルが高く、70 台で
回った方が 7名いらっしゃるなど、玄人裸足がた
くさんいらっしゃいました。中には、鎌ヶ谷カン
トリー白門会チームで参加された 73 歳の濱村毅
さんが、72 のパーで回りエージシュートを達成
されどよめきがおきるなど、非常に盛り上がった
表彰式となりました。われらが会計士チームにお
いても、表彰式が始まるとすぐに 140 位に河合幹
事、130 位に山田さんが表彰されるなど、興奮も
あっという間に最高潮に達したのですが、残念な
がら、その後は失速し、個人戦では筆者の 30 位
が最高位（といっても、ハンデがたまたま良かっ
たからですが…）。団体戦では、Aチームは 11 位、
Bチームが 37 位と奮闘むなしい結果となりまし
た。しかし、そこは転んでもただでは起きない会
計士会チーム…来年の優勝祈願を心に秘め（？）反
省会と称して夜の聖蹟桜ヶ丘の街に繰り出し、多
量の日本酒と芋焼酎で大いに盛り上がりました。
　白門ゴルフ大会は毎年和気藹々とした雰囲気で
開催されており、どなたでも楽しくプレーするこ
とができます。特に会計士会チームは、気さくな
方ばかりで、初めての方が参加されても、楽し
く気軽にプレーできることは折り紙付です。来年
度は今年以上の一般の参加も期待しており、最低
でも 3チームで出場を果たしたいと思っておりま
す。大会が近づきましたら、ご案内を差し上げま
すので、是非奮ってご参加くださいますようお願
いいたします。
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【競技結果】

参加者のお名前 グロス ネット
三和彦幸さん（当会前会長） 　96 76.2
山田治彦さん（日本公認会計士協会常務理事） 102 81.6
河合明弘さん（当会幹事） 119 87.8

公認会計士会　Bチーム　37位

参加者のお名前 グロス ネット
宮内　忍さん（当会会長） 91 75.4
黒田克司さん（日本公認会計士協会副会長） 97 77.8
柏嵜周弘さん（当会幹事長） 90 74.4
伊藤　肇（当会幹事） 98 74.0

公認会計士会　Aチーム　11位

　2009 年 12 月 15 日　アルカディア市ヶ谷にて、
中央大学主催による 2009 年度公認会計士試験合
格祝賀会が行われました。
　まず開会の挨拶として、永井和之中央大学総
長・学長より、「来年、中央大学は 125 周年を迎
えます。そして、商学部は創設 100 周年になりま
す。今年の公認会計士試験合格者は、その中央大
学商学部 100 年の歴史の節目の方々です。中央大
学は、今後とも益々の発展を遂げますので、今年
の合格者の方々は、この中央大学とともにさらに
発展していって頂きたい」とのお祝いの言葉を頂
きました。
　続いて、久野修慈中央大学理事長・学員会会長

より、「世の中は、常に光と影の部分があり、光
だけではなく、影の部分も重要です。影の部分が
あるからこそ、光も輝くことができるのです。合
格者の方々は、光と影の関係を十分に理解頂き、
その上で社会の光として活躍して頂きたい」との
お祝いの言葉を頂きました。
　来賓代表として、増田宏一日本公認会計士協
会から、「我が国の会計は国際基準に合せるとい
う開国の舵取りを行いました。激動の時代ほど、
チャンスがあります。会計は強力な武器なのです。
日本公認会計士協会は、若い方々の活躍を応援し
ますので、このチャンスを生かしてご活躍して頂
きたい」とのお祝辞を頂きました。

2009 年度中央大学公認会計士試験合格者祝賀会

幹　事
吉 井 敏 昭
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　同じく来賓代表として、初川浩司あらた監査法
人代表執行役からは「合格者の方々には、公認会
計士としてチャレンジをして頂きたい。そして、
その時に一番大切なことは誠実であることです。
合格した皆様には誠実なプロフェッションとして
ご活躍頂きたい」とのお祝辞を頂きました。
　乾杯は、中央大学出身である黒田克司日本公認
会計士協会副会長により「勤勉、謙虚、研鑽とい
う私の持論である 3Kをお祝いの言葉として送り
ます。合格おめでとうございます。」の音頭で盛
大に行われました。
　しばし歓談ののち、石川鉄郎中央大学商学部長
から合格者へ記念品の贈呈があり、合格者を代表
して文学部 4年生の大山未央さんから「経済的に
も精神的にも自立した女性になりたいと思い会計

士を目指しました。中央大学では社会学も学びた
かったので、転部せず、他学部である商学部の授
業を活用して勉強しました。皆様に支えられて合
格できました。ありがとうございます」と御礼の
挨拶がありました。
　閉会の辞は、長内　了中央大学常務理事より、
「有資格者になられた皆様は、これから厳しい環
境にさらされる時もあるかと思います。しかし、
その厳しい時には、ぜひ、この中央大学を思い出
して頂きたい。中央大学 125 周年の歴史の上に皆
様はあるのです。きっと、それが心の支えになる
はずです。また、これまで支えて下さったご両親
への感謝の気持ちも忘れずにいて下さい。おめで
とうございました。」とのお言葉とともに盛会裏
に終了しました。

　平成 22 年 1 月 28 日に、ミシュランの星を獲得
している神楽坂のレストラン「ラリアンス」のメ
インダイニングを借切り、賀詞交歓会及び研修会
が開催されました。
　柏嵜周弘幹事長の司会で、黒田克司日本公認会
計士協会副会長から「日本公認会計士協会（以下、
「JICPA」という。）の最近の活動状況」と題して、
JICPAのガバナンス改革、就職問題、職域問題、
国際会計基準、健康保険組合の設立計画、JICPA
の自治の強化など多岐に渡る貴重なご講演をいた
だきました。主な内容はつぎのとおりです。
　公認会計士試験合格者の未就職者が多数である
ため、就職問題協議会を設置し支援策を検討して
いること、金融庁での「公認会計士試験合格者等
の育成と活動領域の拡大に関する意見交換会」で、
試験制度を中心に国際会計士連盟（IFAC）など
の国際教育基準（IES）とのハーモナイゼーション

（調和）の観点から、大学卒業要件、経済学の必
修化、租税法の択一試験への導入、大学の教育プ
ログラムとの整合性などを主張していること。
　公認会計士の税務業務について、弁護士会との
協調や様々な誤解を解くべく公認会計士が税務業
務を行う背景の理解促進へ取り組んでいること。
　IFRS 導入に関連して、連単分離の考え方の説
明に加え、確定決算主義が過重な負担とならない
ように検討することが不可欠であること。
　また、JICPA の会員、特に大手監査法人以外
の会員のために、健康保険組合の設立を計画して
いること。
　さらに、JICPA の自治強化のために、他律的
な懲戒から自主規制機関として、懲戒に「退会勧
告」を導入すること。
　講演に引き続き、税理士会の CPE との相互認
証や職域問題、IFRS 導入による公認会計士の国

中央大学公認会計士会
平成 22 年度賀詞交歓会及び研修会

幹　事
成 田 智 弘
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際間の競争や資格の相互承認などについて、活発
な質疑応答が交わされました。
　貴重な研修会の後に、宮内忍会長のご挨拶、三
和彦幸前会長の乾杯のご発声により、懇親会が開
催されました。ミシュランの星を獲得しているレ
ストランの料理を味わいつつ、昨年の試験合格者
の紹介、15 年ぶりに投票となる JICPA東京地区
役員選挙の概況及び立候補者の紹介、木下德明中

央大学教授からの祝電の紹介なども行われまし
た。10 名を超える昨年の試験合格者の出席もあ
り、盛会かつ活気に溢れた賀詞交歓会が執り行わ
れ、歴代会長のお一人でもある福田眞也氏による
一本締めで閉会となりました。来年度はより多く
の参加を得て、一層の親交を深めることを期待し
ます。

　暑さ残る平成 21 年 8 月 25 日（火）に中央大学経
理研究所主催で「監査法人採用説明会・OB懇談
会」が中央大学駿河台記念館の 510 教室において
開催されました。
　監査業界においては、内部統制監査制度及び四
半期レヴュー制度が 2年目となるとともに、未曾
有の金融不況に伴うクライアントの業績悪化を受
け、監査法人の経営環境も厳しくなってきたため、
本年度の大手監査法人の採用環境が昨年にも増し
て厳しい状況になることが予想されておりまし
た。そこで、当会の柏嵜周弘幹事長の「中央大学
出身のOBから直接、監査法人の状況を聞き、ま
た、懇談を通じて、より中央大学出身の公認会計
士試験合格者が、無事、就職することができるよ
うに。」との熱い思いから、中央大学経理研究所
の清野強事務室長へ働きかけた結果、このような
会の開催に再び至ったものであります。
　今年の公認会計士論文式試験は 8月 21 日から
23 日に実施されました。この説明会・懇談会は、
試験終了直後の疲労感残る中、また、専門学校に
おいても同様の「監査法人就職説明会」が実施さ
れていたにもかかわらず、出席者は 40 人を超え、
510 教室が窮屈に思える盛況ぶりでありました。
再度、厳しい就職状況を認識させられ、改めてこ

のような会の開催の必要性が証明されたかたちと
なりました。
　当日は、最初に当会会長の宮内忍氏（前日本公
認会計士協会副会長）から、「大学の先輩・後輩
を通じた数少ない情報入手のチャンスであり、諸
先輩方の話を良く聞いて、積極的に質問し就職先
を選んでほしい。」とのご挨拶があった後、1日
かけて、各 4大監査法人の法人概要や法人の特色
等の説明がありました。各監査法人の説明担当者
は、新日本有限責任監査法人からは福原正三シニ
アパートナー、あずさ監査法人からは柏嵜周弘代
表社員・石野研司社員（当会会員）ほか若手会計
士数名、トーマツ有限責任監査法人からは後藤德
彌パートナー（当会監事）ほか若手会計士数名、
あらた監査法人からは人事担当の藤原史郎マネ
ジャーほか若手会計士数名であった。
　受験生は、普段着慣れないスーツを着ながらも、
午前10時30分からお昼休憩を挟み午後5時まで、
各監査法人の特色やOB達との個別の相談・懇談
会を通じて、今年度の募集・面接状況だけでなく、
採用後の給与条件等も積極的に質問しており、出
席者の監査法人選び・就職活動の真剣さを感じた
次第でありました。なお、この「監査法人採用説
明会・OB懇談会」の前日には、面接実技指導と

公認会計士試験受験生向けの経理研究所
「監査法人採用説明会・OB懇談会」開催を支援

商・会計　平成 4年卒（当会会員）
石 野 研 司
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　私が、公認会計士という職業に就くことを本格
的に意識したのは、高校生のときでした。大学進
学を考える前提として、色々な職業について調
べていたある日、公認会計士という職業を見つ
け、すぐに興味を持ちました。若いときからクラ
イアント先の重職の方と直接対話が出来ること、
様々な会社の内部情報に触れることが出来るこ
と、現代の経済社会における重要度やこれに伴う
社会的責任の重さなど、魅力に溢れていました。
　高校生の半ばにして公認会計士という職業に憧
れを抱いた私は、大学進学が決定する以前から簿
記の勉強を始め、運よく高校生のあいだに日商簿
記 2級に合格することが出来ました。このことが
きっかけで、私は公認会計士以外の職業選択の余
地を切り捨て、大学入学時にはもう公認会計士に
なるということを決めていました。
　大学に入学してからは、朝から夜まで受験勉強
に時間を割き、まさに情熱に燃える少年そのもの
でした。大学の授業と授業の間の細切れの時間の
使い方や、効率良く知識を定着させるための方法
など、吉田先生に毎週のように相談に行き、自分
に課した課題を必死にこなしていく日々を送りま
した。そのおかげで、大学 2年時の短答式・論文
式試験では納得のいく成績を残すことが出来まし
た。
　しかし、大学 2年時に論文式試験を受験するあ
たりから、私は自分自身に対して様々な疑問を持

ち始めていました。「いったい自分は何が『した
い』のだろうか」、「一人の人間として今の自分を
誇れるのだろうか」、「自分の世界に籠もりすぎて、
周りが見えていないのではないだろうか」等々。
何人かの先生、先輩、友人や家族に相談をするこ
ともありました。「疑問が解決するまでじっくり
悩んで考えれば良い」、「受験が終わってからゆっ
くり考えれば良い」、「今は少し休んだほうが良い」
等々、様々なアドバイスを頂きました。それでも、
疑問は月日が過ぎるごとに深くなっていき、どう
しようもなくなっていました。約 1年半の間色々
なことを悩み考えました。その結果、本当にどう
しようもないですが、何の答も見出すことが出来
ませんでした。言うなれば、「分からない」とい
うことしか分かりませんでした。
　そんな漠然とした日々を過ごしていたある日、
久しぶりに親から電話が来て、会計士試験のこと
に触れることもなく、他愛も無い会話をして、い
つも通りに電話を切りました。きっと親は、私の
当時の状況や将来ことを誰よりも心配していたこ
とだと思います。なのに、急かすわけでもなく、
何を言うこともなく私を案じてくれていました。
私はその電話を切った後、今さらながら自分の至
らなさに気付かされました。同時に、自分は幸せ
者で、幸せボケをしていたのだなと思いました。
周りの人の支えや自分の恵まれた境遇に感謝する
ことが出来なくなっていたのです。

公認会計士試験合格体験記

商学部 4年
大 場 大 史

して模擬試験も実施されておりました。
　今回の「監査法人採用説明会・OB懇懇談会」
の開催に当たっては、中央大学商学部部長で経理
研究所所長であります木島淑孝先生、経理研究所
事務室長の清野強氏の全面的な協力のもとで開催

できたものでありますので、この場をお借りして
感謝の意をお伝えしたいと思います。
　最後に、当会では今後も中央大学の後輩諸君の
当業界での活躍を支援すべく一層の支援を重ねる
所存です。
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　この一件の後も思案の時期は続きましたが、こ
れまでとは違って、思い悩むというよりは軽く物
思いに耽る程度になり、心が軽くなり無駄な力が
抜けたような状態になりました。すると、今まで
の時期が嘘のように受験勉強にも身が入るように
なり、結果として運よく論文式試験に合格するこ
とが出来ました。
　公認会計士試験に合格して、私が試験に対して
どう思うかと問われれば、試験は試験として自分
が勉強すれば誰でも合格出来るものだと思いま
す。ただ、それは付随的な結果に過ぎず、本質的
には試験合格という目標にたどり着くまでの道で
出会った人との人間関係こそが、自分の最も価値
のある財産だと思います。経理研究所で毎日毎日
授業や質問コーナーで親身に御指導して下さる講

師やスタッフの方々、いつも笑顔で迎えて下さる
事務の方々、時に厳しく時に優しく叱咤激励して
下さるゼミの教授、悩んだ時は温泉や飲みに連れ
て行って下さる先輩方、いつもバカを言い合える
同学年のみんな、急に電話をしてきて相談をして
きてくれる後輩達、試験合格を自分のことのよう
に喜んでくれる地元の友人、いつも温かく見守っ
てくれる家族など、どれをとっても私の支えと
なっており、いくら感謝してもしきれないくらい
大きな財産となっています。
　これから受験する方々、その中でも特に色々な
ことに悩んでいる方は、人間関係を大切にしなが
ら試験合格という目標を見つめてみると、また変
わった試験の色が見えてくるかもしれません。是
非、目標目指して奮闘して下さい。

公認会計士試験合格体験記

法学部 4年
福 原 里 奈

　私は、大学入学当初、公認会計士になるつもり
はありませんでした。では、なぜ私が公認会計士
を目指すようになったのか、その理由を中心に、
私の合格までの道のりを述べたいと思います。
　中央大学附属高校出身の私は、高校 2年生のと
きから、資格を取っておけば将来何かしらの役に
立つであろう、という何気ない気持ちで経理研究
所の付属高校簿記検定講座を受講していました。
また、将来の夢などもなく、何気なく法学部へと
進学したのです。そして、大学生になるからには、
遊びたい、友達を増やしたい、サークル活動もし
たい、おしゃれもしたい、アルバイトもしたいと
考えており、しかし、その一方で、せっかく得た
簿記の知識を失いたくなかったため、経理研究所
での勉強も頑張りたい、という非常に欲張りな期
待を持って大学に入学しました。
　しかし、そのような欲張りな生活が、思い通り

に送れる訳はなく、気付けば学部の授業と経理研
究所の授業とアルバイトが忙しく、サークルには
あまり参加できず、友達と遊ぶ時間もなく、スト
レスが溜まっていくという不満だらけの毎日でし
た。さらに、1 年生の終わりに、3 度目の受験で
あった簿記 1級に不合格となり、経理研究所の答
練の成績はビリから 2 番目であったという事実
が、私をどん底へと突き落としました。
　私は、何においても中途半端な自分に嫌気がさ
し、将来について、本気で考えました。まず、女
性であっても一生続けられる職業に就きたい、と
考えました。法律家になることも選択肢として挙
がりましたが、数字がぴったりと合い、ひとつの
結論を導き出すことができる会計の勉強のほうが
私には向いていると感じ、また、経理研究所の講
師の方々のお話や、公認会計士の方による講演会
などから公認会計士という職業の魅力を知り、公
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認会計士になることを決心しました。しかし、経
済的理由から資格浪人はできなかったので、何と
しても在学中に合格しなければならない状況でし
た。その上、母からは、3年生で短答式試験に合
格しなかったら、秋からは就職活動をし、一般企
業に就職して、どうしても会計士になりたいので
あれば働きながら勉強を続ける様にと言われてし
まいました。特に将来への目標も持たずに生きて
いた私に、母が厳しいことを言うのも無理はあり
ませんでしたし、むしろ、このような状況が私を
奮い立たせたのです。そして、やるなら今しかな
い、と一念発起し、2年生のときから勉強に打ち
込み始めました。
　最初のうちは毎日の継続的な学習が自分にでき
るのか、という不安もありましたが、意外にも自
分の勉強したことが次々と新たな知識として身に
付くのが嬉しく、純粋に勉強が楽しいと思い、休
みたいと思うこともありませんでした。そうし
て、2008 年度、とんとん拍子で短答式試験を通
り、母から出された条件をクリアすることができ
た為、ひとまずほっとしました。

　ところが、本当に苦しかったのはここからで
した。3年生の夏、科目免除を 1つも取ることが
できないまま 2008 年度の論文式試験に不合格と
なってからは、勉強が思うようにいかず、そんな
自分が悔しくて泣いてくじけそうになることが何
度もありました。しかし、そのようなときは一人
で抱え込まず、経理研究所の講師の方に相談し、
たくさんのアドバイスを頂きました。それに加え、
持ち前の負けず嫌いの性格と、絶対に公認会計士
になるという強い気持ちと、何があっても最後ま
で諦めないというド根性でなんとか乗り越え、本
年度、無事在学中に合格することができました。
　試験に合格した今、この合格は私ひとりで勝ち
取ったものではない、とはっきりと言うことがで
きます。受験勉強を通じて、私は多くの人に支え
られているということを、身をもって感じました。
適確なご指導をしてくださった経理研究所の講師
の方々、陰で支え、応援してくれた家族、親戚、
友人に心から感謝しています。ありがとうござい
ました。

　私が今回、公認会計士試験の受験生活で感じた
1番のことは「支えてくれる人の存在」です。
　私は経理研究所に所属して受験生活を送りまし
た。そして私が在籍していた速習コースで主な担
当をしていただいた吉田先生との出会いは、私に
とってかけがえのないものです。吉田先生とは講
義だけでなく、勉強面や精神面での悩みに親身に
なって相談に乗っていただきました。その中でも、
短答式試験が終了して 2週間程経ってから面談を
していただいた時のことです。
　私は短答式試験を受けてから燃え尽き症候群の

ような状態になってしまい、全く勉強に手をつけ
られませんでした。仕舞いには、もう試験の合格
なんてどうでもいいかな、とも思っていました。
そのような状況を吉田先生に伝えると「お前の人
生だから、お前の好きなようにやればいい。目指
す気があるなら来年、それ以降に目指すのもいい
し、あるいは目指さずに他の道を探すのもいい。
ただ、今まで一緒に勉強してきた仲間に対して、
お前はそれでいいのか？」と言われました。受験
勉強は自らが望んで始めたとはいえ、決して平た
んな道のりではなく、毎日続く勉強に嫌気がさし

公認会計士試験合格体験記

法学部 3年
田 山 大 祐
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１位 （1） 慶應義塾大学 257 名 （375）
２ （2） 早稲田大学 208 （307）
３ （3） 中央大学 158 （160）
４ （4） 東京大学 84 （114）
５ （5） 明治大学 65 （110）
６ （7） 一橋大学 56 （93）

７ （－） 関西学院大学 43 （－）
８ （9） 神戸大学 52 （83）
９ （6） 同志社大学 52 （102）
10 （－） 法政大学 41 （－）
（　）は前年順位及び人数
他大学の人数は日本公認会計士協会の調査による。

平成 21年公認会計士試験　出身大学別合格者数

公認会計士試験合格者（158 名）
氏　名 学　部 在・卒

青山　可奈
浅田　智宏
浅沼　禎之
浅野　泰治
阿蘇　　瞳
網谷　優宏
池田　恵子
伊澤　寛信
石井　太朗
石川　純輝
石黒　麻美
石澤　一成
石原　大介
石山　正人
五十川正統
磯谷　雄大
岩瀬　和彦
岩永　拓也
宇賀神卓也
牛久保　歩
内田　　格
梅澤　義朗
蝦名　大輔

法学部
商学部
商学部
経済学部
法学部
理工学部
商学部
経済学部
商学部
商学部
商学部
商学部
経済学部
理工学部
商学部
商学部
法学部
商学部
商学部
商学部
商学部
商学部

4年在学
4年在学
4年在学
4年在学
H21
3 年在学
H14
4 年在学
H20
4 年在学
H20
5 年在学
4年在学
4年在学
H7
H20
3 年在学
3年在学
4年在学
4年在学
H13
4 年在学
H21

氏　名 学　部 在・卒
大須賀哲哉
大場　大史
大山　未央
岡村　朋之
岡村　英和
沖山　大樹
織田　秀剛
小田　和宏
落合　広樹
鬼柳　陽平
小尾　圭伍
片野　俊輔
加藤　拓朗
加藤　裕司
加藤　　尽
金井　正樹
金久保哲生
川﨑　洋介
菊井　勇生
岸本　展幸
北川　　悠
北山　圭介
清藤　大介

商学部
商学部
商学部
商学部
経営学部
商学部
商学部
経済学部
商学部
法学部
商学部
総合政策学部
商学部
経済学部
法学部
法学部
商学部
商学部
商学部
商学部

商学部
経済学部

H20
4 年在学
4年在学
H16
H18
3 年在学
H19
4 年在学
3年在学
H15
H20
H21
H21
4 年在学
5年在学
H18
H9

4 年在学
3年在学
4年在学
H16
4 年在学
3年在学

氏　名 学　部 在・卒
久保　千尋
熊谷　圭祐
倉益　淳司
倉増　典明
久留島光博
黒木あい子
高津　明久
小林　　慧
小林　大輔
齋藤　　宇
齋藤　翔太
榊原　京子
佐々木英哲
笹山　正浩
佐竹　　篤
佐藤　博志
佐藤　淳一
佐藤　晋一
佐藤　博昭
里見　亮陛
塩島　　裕
志藤　智之
嶋本　修平

文学部
法学部
商学部
経済学部

商学部
経済学部
商学部
商学部
商学部
商学部
理工学部

商学部
経済学部
法学部

経済学部
法学部
商学部
商学部
商学部

H15
H19
H21
H19
4 年在学
H18
H19
4 年在学
4年在学
H21
3 年在学
H20
H15
H19
4 年在学
H20
4 年在学
H21
H18
4 年在学
H20
H19
3 年在学

て逃げ出したくなる時期もありました。それでも
負けずに乗り越えられたのは、速習コースの仲間
のおかげでした。同じような悩みを共有したり、
他愛のない話をしたり、勉強を教えあったりと、
切磋琢磨して乗り越えてきました。それなのに、
私は投げやりな気持ちになって、今まで支えてく
れた仲間のことも考えずに身勝手な態度になって
いました。そんな自分の状態を吉田先生は気づか
せてくれました。以後、私はもう一度気持ちを引
き締めて勉強し直し、公認会計士試験に合格する
ことができました。この結果を得ることができた
のは先生、そして仲間の存在が本当に大きいもの
でした。
　また、自由に勉強できる環境を与えてくれた家

族、経理研究所の合宿で貴重なお話をしていただ
いたスタッフの方々、私のために試験の当日にわ
ざわざ神社まで足を運んでくれた友達、事務手続
きなど受講生へ対応していただいている経理研究
所事務室の方々、炎の塔を含め大学内をいつもき
れいにしていただいている清掃員の方々など、こ
こでは書き切れないほどの方々に支えられて受験
生活を送ることができました。
　本当にありがとうございました。
　私自身、まだまだ未熟者で、これからもたくさ
んの方々に支えられて生きていくこととなると思
います。しかし、今度は少しでも自分が誰かの支
えになることができるよう、勉強はもちろん、人
としての成長を目標に日々精進していきます。
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氏　名 学　部 在・卒
中野　友美
中原　圭祐
中谷　　理
成田　充孝
庭瀬　友昭
根津　智和
野口　裕介
橋之口　晋
橋本　慶一
服部　　敦
羽鳥　　勇
早川　公章
林　　孝之
比嘉昌太郎
平島　志郎
廣光　伸哉
福地　雅志
福原　里奈
藤田　健資
藤原　智明
古子　優樹
古府　利規
星野　圭亮
堀口　拓志
堀越　大祐
前田　　俊
増田　優樹
松木奈々子
松本　勇希
水野　泰治

商学部
法学部
商学部
経済学部
商学部
文学部
商学部
経済学部
商学部
商学部
商学部
商学部
理工学部
商学部
商学部
商学部
経済学部
法学部
経済学部
法学部
法学部
商学部
商学部

商学部
商学部
法学部
商学部
商学部
商学部

H21
H19
3 年在学
3年在学
H19
H14
H21
H13
H11
H20
4 年在学
H17
H18
H21
4 年在学
H21
H16
4 年在学
3年在学
3年在学
4年在学
4年在学
4年在学
H20
H21
H21
H21
4 年在学
H18
4 年在学

氏　名 学　部 在・卒
宮川　博次
三宅　史記
宮澤　勇貴
宮部　将孝
宮本　大資
三好　啓喜
村田　秀幸
村松　慶彦
室橋　智雄
森　　雄彦
森　　直也
森合　智明
森山　三紗
八木真奈美
栁本真優子
矢野　達也
山口　実穂
山田　頌子
山田　惇依
山田　直輝
山田　暁人
山根　知尚
山本　英人
山本　　篤
横井　智哉
横山　正尭
吉田友理恵
米田　純平
若槻　周平

経済学部
経済学部
商学部
商学部
経済学部
法学部
商学部
商学部
法学部
商学部
商学部
商学部
法学部
経済学部
商学部
商学部
経済学部
商学部
法学部
商学部
商学部
商学部
商学部
商学部
法学部
商学部
商学部
文学部
商学部

H15
H17
H17
2 年在学
H18
H18
H21
H19
H20
4 年在学
2年在学
4年在学
H13
H20
H16
4 年在学
H20
5 年在学
H21
5 年在学
H19
4 年在学
3年在学
3年在学
H21
H18
H21
H5
H19

氏　名 学　部 在・卒
白方　敬裕
新開　庸平
菅谷　祥一
杉谷　尚仁
鈴木　裕太
鈴木　雅敬
鈴木　　剛
鈴木　隆士
須藤　直樹
関口　真季
関田健一郎
関原　真語
曽根　弘隆
高久　雄丞
高野　　綾
竹内　裕哉
竹村　淳一
田中　恵理
田中さや香
田邊　貴幸
谷野健太郎
田山　大祐
千葉　知裕
月方　智彦
土屋　　学
筒井　洋介
時津　綾子
戸田　圭亮
中金　春樹
長田　佳樹

商学部
商学部

商学部
商学部
経済学部
経済学部
商学部
商学部
経済学部
経済学部
商学部
経済学部
商学部
商学部
商学部
理工学部
商学部
商学部
商学部
商学部
法学部
法学部
法学部
経済学部
商学部
理工学部
商学部
経済学部
商学部

H18
4 年在学
H21
H20
H18
H13
4 年在学
4年在学
H21
4 年在学
4年在学
H17
4 年在学
5年在学
3年在学
3年在学
H21
2 年在学
5年在学
3年在学
H20
3 年在学
4年在学
H16
H16

H12
H17
4 年在学
3年在学

第 1条 本会は中央大学公認会計士会と称し、事務局は中央大
学経理研究所内に置く。

第 2条

本会は母校出身の公認会計士、会計士補及び公認会計
士試験合格者相互の融和をはかり、公認会計士業界の
発展と母校における公認会計士の育成、会計教育の充
実に貢献し、母校の興隆に寄与することを目的とする。

第 3条

本会は公認会計士、会計士補及び公認会計士試験合格
者の資格を有する中央大学学員をもって組織する。本
会に特別の功労があった者を、役員会の決議を経て名
誉会員とすることができる。会員は氏名、住所、職業、
連絡先（電話）の変更があった場合は速やかに会長に通
知しなければならない。

第 4条

本会は第2条の目的を達成するために次の事業を行う。
1 母校学生に対する指導後援
2 会員親睦会、講演会、見学会、座談会等の開催
3 会員の福利厚生に関する事項
4 会員名簿その他の印刷物の発行
5 母校評議員候補者の推薦及びその他の連絡
6 その他本会の目的達成のために必要な事項

第 5条

本会に次の役員を置く。
1 会　　長　　　1　 名
2 副 会 長　　　若干名
3 幹　　事　　　若干名
4 会計監事　　　若干名
会長は、総会において会員中より選出し、副会長、幹事、
会計監事は会長が委嘱する。

第 6条

会長は本会を代表主宰し、総会の議長となる。会長は
副会長及び幹事長にはかり、母校評議員候補者及び協
議員候補者等を選出し推薦する。会長は予算その他重
要議案について総会の議決を経なければならない。

第 7条 副会長は会長を補佐し、会長に事故ある時はその職務
を行う。

第 8条
幹事は総会並びに役員会の決定事項及び本会の業務を
処理運営する。幹事はその互選により、幹事長、副幹
事長を定めることができる。

第 9条

本会に、名誉会長 1名、顧問、相談役及び参与若干名
をおくことができる。名誉会長、顧問、相談役及び参
与は総会、役員会に出席して意見を述べることができ
る。会長は総会の承認を得て名誉会長、顧問、相談役
及び参与を委嘱する。

第 10条
役員の任期は 2ヵ年とする。
役員の任期中事故のため退任した時は、会長の推薦に
より補充し、その任期は前任者の残存期間とする。

第 11条 会長は中央大学学員会支部長の職務を代行する者を副
会長及び幹事長にはかり、選任することができる。

第 12条 会議は総会、役員会とし、会長が招集する。

第 13条

総会は定期及び臨時の 2種とする。
1  定時総会は毎年 1回、開催する。臨時総会は会長が
必要と認めた時開催する。
2  総会の議事は議長を除く出席者の過半数をもって決
し、可否同数の時は議長の決するところによる。
3  総会においては本規約の他の箇所に定めるもののほ
か、次に掲げる事項を議決する。

中央大学公認会計士会規約（平成21年6月16日改正）
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発行所
〒101 ─ 8324  東京都千代田区神田駿河台 3 ─ 11 ─ 5

　中央大学駿河台記念館 4 階
　　　　中央大学経理研究所気付

中央大学公認会計士会報　No.16
平成 22 年 4 月 1 日発行

発行人 中央大学公認会計士会会長
宮　内　　　忍

　卒業・入学のシーズンとなりました。すっかり春
めいた季節となっておりますが、皆様におかれまし
てはいかがお過ごしでしょうか？
　経済環境を取り巻く厳しさは一向に回復の兆しも
見えず、会計士業界においても企業の破綻が止まら
ず、更に破綻の都度粉飾や不正会計などの問題もク
ローズアップされる結果となり監査環境はますます
厳しさを増しております。また合格者の就職問題が
深刻化するなど、対応すべき課題も多岐にわたって
おります。当会としても就職問題についてはできる
だけの対応を行う方針とし、「監査法人採用説明会・
OB懇談会」の開催を支援しましたので、その模様に
ついて当会会員の石野先生にご寄稿頂いております。
会員各位におかれましても後輩が直面している当該
問題について認識を新たにして頂ければと存じます。
　今回の「絆」では巻頭において宮内当会新会長に
就任のあいさつと抱負についてご寄稿頂きました。
　また、平成 22 年 3 月を持って当会会員でもありま
す木下德明商学部教授が定年により退官されました。
当会も木下先生には様々な形でご指導・支援を頂い
ております。30 数年に及ぶ教鞭活動を振り返りつつ
その思いについてご寄稿頂きました。
　ゴルフの話題については白門ゴルフ会と恒例と

なっておりますCPAゴルフ十月会についてご寄稿頂
きました。また、8月に新潟で開催された公認会計士
協会主催の研究大会の模様について三宅幹事にご寄
稿頂きました。毎年、中央大学公認会計士会主催の
新年賀詞交換会を開催しておりますが、今回はその
模様を成田幹事にご寄稿頂きました。
　今年も 150 数名の合格者が中央大学から誕生しま
した。大学主催による合格祝賀会が 12 月に開催され
ましたのでその模様を吉井幹事にご寄稿頂きました。
更に当年度の会計士試験合格者の中から大場さんと
福原さん、田山さんには恒例の合格体験記をご寄稿
頂きました。
　また、昨年 6 月に「中央大学公認会計士会規約」
の改正を行ったため、改正後の条文を記載しました。
　なお、中央大学公認会計士会としてHPを開設し
て 1年が経過しました。HP・絆ともども掲載内容な
どもこれから充実させていく所存です。併せて会員
名簿の更新にも努めております。幹事一同、出来る
限り会員諸先生方にとって有意義な活動となりさら
に会計士会に入って良かったと思って頂けるよう微
力ながら頑張って参りますので何とぞご指導・ご鞭
撻のほどよろしくお願い申し上げます。

編集後記 岸　田　　　靖

第 13条

（1）会長の選出
（2）事業報告並びに決算の承認
（3）規約の改廃
（4）その他会長が必要と認めた重要事項

第 14条 総会の招集は、会議の目的、日時、場所を示し、十日
以前に会員に通知する。

第 15条 総会の議事については議事録を作成し、議長、役員 3
名以上記名捺印の上保存する。

第 16条

役員会は次の事項を議決する。
（1）事業計画及び予算に関する事項
（2）事業報告及び決算に関する事項
（3）役員選出に関する事項
（4） 本会の運営に関する事項　役員会の議決は出席者

の過半数をもって決議する。緊急の場合又は簡単
なる事項は会長が専決することができる。但し、
専決事項については役員会に報告してその承認を
受けるものとする。

第 17条

本会の経費は会費、寄付金、事業の収入金をもって支
弁する。会費は 1ヵ年 6,000 円とする。但し、会計士
補及び公認会計士試験合格者は 1ヵ年 3,000 円とす
る。名誉会員からは会費は徴収しない。会計年度は毎
年 4月 1日に始まり翌年 3月末日に終わる。

第 18条

会長は毎年事業年度の終わりに下に揚げる書類を作成
し総会の承認を受けるものとする。但し、これらの財務
諸表については、事前に会計幹事による会計監査を受
けなければならない。
1 正味財産増減計算書
2 貸借対照表
3 財産目録

第 19条 本会内に地域ごとの部会を置くことができる。
付則

第 20条 本規約は平成 4年 10月 24日より実施する。
平成 21年 6月 16日改正
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